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岡山県倉敷市

満奇洞(新見市) 鬼ノ城(総社市) 倉敷美観地区(倉敷市) いかしの舎(早島町)備中松山城(高梁市)

旧矢掛本陣石井家
(矢掛町)

田中美術館(井原市) 国立天文台
岡山天体物理観測所

(浅口市)

つばきの丘運動公園
(里庄町)

笠岡諸島(笠岡市)

高梁川流域連携中枢都市圏を形成する７市３町



2



3

多様な人材の活躍，地域資源の活用
による持続可能な地域経済の構築

災害に強いまちづくりの実現と
豊かな自然・景観との共存

経済面 環境面

三側面をつなぐ
統合的取組

多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造事業

“多様な人材の活躍” ①高梁川流域みらい人材創出プロジェクト
（高梁川流域課題解決人材創出事業）※補助対象事業

“自然との共存” ②人と人をつなぐ，データ活用による防災力強化事業 ※補助対象事業

ジュニアジーンズソムリエ
(小学生向け出前講座)

高梁川流域倉敷三斎市

７市町が
整備・運用

倉敷市真備地区復興計画 ５つの基本方針

倉敷COOL CHOICE
プロジェクト（H29～）

スマート水素ステーション
を設置（H29県内初）

将来に渡って安心・快適に生活
できる流域暮らしの創造

社会面

離職防止に向けた
保育士等交流会

他市町の公共施設の
現況調査を倉敷市職員
が実施(ドローンを活用)

アレルゲンフリー・
クリスマスバイキング

【主な取組】
■観光動態調査等による経済構造の分析，
圏域の産学金官民一体となった体制整備

■圏域におけるイノベーションの実現，
地域産業を担う人材育成・人材確保

■圏域の地域資源を活用した経済成長の実現
■圏域の観光振興の推進

【主な取組】
■圏域全体の福祉の充実
■圏域への移住定住の推進，愛着誇りの醸成
■圏域のマネジメント能力の強化

【主な取組】
■災害に強いまちづくりの実現
■環境保全，地球温暖化対策の推進

多様な人材が活躍し，将来に渡って安心・快適に生活できるまち

頻発・激甚化する自然災害に対し，誰一人取り残さないまち

2030年のあるべきの姿
これまで実施してきた圏域の
取組を踏まえ，更なる連携の
深化を図り，実現を目指す
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①高梁川流域みらい人材創出プロジェクト
三側面をつなぐ統合的取組
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高梁川流域課題解決人材創出事業 三側面をつなぐ統合的取組
（補助対象事業）

①高梁川流域みらい人材創出プロジェクト
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概要
平成２７年３月の連携中枢都市圏の形成に合わせ，圏域内の企業や各種団体等により郷土愛の醸成と地域の将来を担う人材育

成を目的に設立。同法人との連携により，郷土愛の醸成や地域の将来を担う人材育成等の事業を実施。

成果等
・幅広い世代に，圏域の自然や歴史，文化・産業等について学ぶ機会を提供

・本事業を通じ，圏域における地域団体・企業・大学等のネットワーク化が促進

第１期高梁川流
域圏成長戦略ビ
ジョンにおける

ＫＰＩ

指標 基準値 実績値 目標値

高梁川流域学校での人材
育成等のイベント参加者数

761人 (H27)
7,182人（H27-R1）

★達成
5,000人（H27-R1)

持続可能な圏域

とするため，

様々な取組を実施

域内４信金と流域学校の
包括協定締結式（H28.12）

域内に本社を置く４信用金庫において，
『高梁川流域応援定期預金“高梁川の
恵み”』を販売し，募集総額の一部を
高梁川流域学校へ寄贈。

高梁川トレイル

高梁川マルシェ

備中志塾

高梁川の環境保全

水島コンビナートの進化

地域の文化・芸能を学ぶ

食・ものづくりの文化を発信する
流域の豊かな自然を体感する

将来の地域人材を育成する

未来に豊かな自然を残す

地域の産業・技術を知る

伝統的な町並み・暮らしを守る

高梁川ミーティング

取組を流域内外に発信する

事業構想塾

自然・資本を活かし事業を興す

学生未来プランコンテスト

備中no町家deクラス

匠（先人）への聞き書き

先人の“知”を伝承する

【実績】H27:11事業（延べ25回）参加者数： 761人
H28:10事業（延べ30回）参加者数： 637人
H29:13事業（延べ53回）参加者数：1,988人
H30:13事業（延べ47回）参加者数：1,068人
R1 :13事業（延べ95回）参加者数：2,728人

延べ参加者数：7,182人

■（一社）高梁川流域学校について

高梁川流域課題解決人材創出事業 三側面をつなぐ統合的取組
（補助対象事業）

①高梁川流域みらい人材創出プロジェクト
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②人と人をつなぐ，データ活用による防災力強化事業
三側面をつなぐ統合的取組（補助対象事業）
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概要
圏域の情報通信業の発展のため，平成２７年に地域メディア・ＩＴ企業等が共同で設立。官民連携により，「オープンデータ

化の推進」「データ利活用の啓発」「人材育成」に向けた事業を実施。

成果等 ・多くの住民・学生等を対象にデータ利活用等の啓発を行い，専門人材を輩出

・本事業を通じ，域内での起業・企業誘致にもつながり，地域経済活性化に寄与

第１期高梁川
流域圏成長戦
略ビジョンに
おけるＫＰＩ

指標 基準値 実績値 目標値

ICT人材（データサイエン

ティスト）育成数
8人(H27)

46人（H27-R1）

★達成
18人（H27-R1)

データ利活用関連事業での

起業数・誘致企業数
1件(H27)

5件（H27-R1）

★達成
5件（H27-R1)

事業全体の概要図 全体方針策定：倉敷市（7市3町），事業推進主体：（一社)データクレイドル

１

３
２

４

①圏域データポータルサイト「data eye」の開設・運用(H27-R1)

・圏域の様々なデータをWeb上に掲載し，利活用を促進する。

【実績】オープンデータ数： 1,941件
ビジュアルコンテンツ*数：93件

*地域特性等を分析して可視化したデータ（学区別人口推計マップ 等）

②データ分析サロン(JR倉敷駅前 西ビル7F)の運営(H27-R1)

・企業，学生等のデータ利活用の場として設置。利用無料。

【実績】延べ利用実績：1,065人

③データサイエンスセミナー等，啓発イベントの実施(H27-R1)

・データ利活用啓発・推進，人材育成等を目的に実施。

【実績】実施回数：72回 延べ参加者数：1,374人

④データサイエンティストの育成(H27-R1)

・②③等の事業を通じ，データ集積・運用スキルを有しビジ
ネス等に生かせる人材（データサイエンティスト）を育成。

【実績】データサイエンティスト育成数：46人

４

市民データサイエンティスト：統計や分析を専門としないが、既存のツールや手法を利用してデータ分析を行い問題解決に取り組む人材。
公共データサイエンティスト：特に公益性の高い分野において、課題解決・サービス提供に携わることを主眼としたデータサイエンティスト。

トピックス１
本事業は，総務省の「ＩＣＴ地域活性化大賞2019」
において奨励賞を受賞しました。

トピックス２
本事業を活用した倉敷商業
高校が，政府主催の「地方
創生政策アイデアコンテスト
２０１９」で「地方創生担当
大臣賞」を受賞しました。

働き方改革 &
起業支援セミナー

データ分析サロン
& イベント

データサイエンス
セミナー

■（一社）データクレイドルについて

②人と人をつなぐ，データ活用による防災力強化事業
三側面をつなぐ統合的取組（補助対象事業）



9多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造
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自治体ＳＤＧｓモデル事業
倉敷市・高梁川流域圏の
ポテンシャル・強み

■昭和２９年の高梁川流域連盟の設立
から地域に根付く持続可能で，多様
性と包摂性のある圏域を実現しよう
とする「ＳＤＧｓのＤＮＡ」

■高梁川流域連携中枢都市圏の５年間
の成果とともに得られた「高梁川流
域を郷土」と想う様々なステーク
ホルダーとのパートナーシップ

ポテンシャルの発揮

自治体ＳＤＧｓモデル事業
の推進

■経済・社会・環境など幅広い分野での
都市間連携による取組の推進

■郷土愛を醸成し，地域のために主体的に
取り組む人材，金融人材の育成

■オープンデータを活かした地域住民の助け
合いを後押しし，災害に強いまちづくり
につなげる取組

多様な人材が活躍し，将来に渡って安心・快適に生活できるまち

頻発・激甚化する自然災害に対し，誰一人取り残さないまち

我々の2030年のあるべき姿である

の実現へ

自律的好循環の形成により…


